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 安中市立小中学校は、６月１日（月）からの再開となります。ただ、２週間ほどは「分散」ですし、
給食も２週目からですが、新たなスタートができるという意味では、ホッとしています。子どもたちは
もちろん、保護者の皆様には本当に⾧い期間、ご苦労をおかけしてしまったなあと思っています。 

感染リスクを０（ゼロ）に近づけることができるように、全職員で努力をして、子どもたちを迎えな
ければと思っています。 

 

 
 子どもたちは、⾧い間、多くのことを我慢して過ごしてきました。ストレスはもちろんあるでしょう
し、心が不安定になる子もいるでしょう。だからこそ、バタバタした慌ただしいペースを避け、子ども
たちの負担過重にならないように、少しずつ日々の学校生活を進めていきたいと思います。 
 再開後の学校生活には制限もありますが、心と心はつながり合えるような温かみのある学校・社会に
なればと思っています。 
 

 
 

１日（月）～１５日（月）までが分散登校の期間となりました。本校では、原則として１つの学級を
２つの集団に分けて教育活動を行います。兄弟姉妹が同じ日に登校できること、自分の教室で過ごせる
こと、担任と過ごせること、登校する人数のバランス等を考慮し、「グループＡ」「グループＢ」の２
グループに分けての登校とすることといたします。 

 

○ ２日（火）～ ５日（金）までは、８：１５登校、給食なし、１１：５０頃下校です。 

○ ８日（月）～１５日（月）までは、８：１５登校、給食あり、１３：００頃下校です。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

     

     

     

     

  

  

学校教育目標 「学ぶ子」「助け合う子」「元気な子」 

 



○ １日（月）に通学班会議をします。２日（火）から通学班での登校を基本にお願いいたします。 

○ １年生も含め、給食は８日（月）からです。２年生から６年生はご家庭からのエプロン、三角巾ま
たはバンダナの持参にご協力ください。 
 

 

＜学校が対処すること＞ 

○ 登校後、健康観察の記録を確認します。児童の健康観察の後、必要に応じて検温をします。発熱が

認められる場合には、保護者様に連絡・相談し、対応します。 

○ 換気、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケットなどの基本的な感染症対策を重視します。 

○ 教室の机は可能な限り間隔をあけ、教育活動は工夫して行います。 

○ ⾧時間活動するグループ学習、音楽の歌唱指導、体育の近距離で組み合う運動、家庭科の調理実習

等は、当面の間、控えます。 

○ 水道の蛇口やスイッチ、階段の手すりなど多くの児童が触れる場所、共用する教具などの消毒を行

います。 

○ 教職員についても、出勤前の検温を行い、発熱や咳等の症状が見られる場合は出勤を見合わせるな
ど、徹底します。 

○ 給食開始後は、使い捨て手袋を使用するなど、配膳の仕方や机の向きなどに配慮します。 

○ 分散登校の期間は、給食後の歯みがきは行いません。 

○ 分散登校の期間は、学校の清掃は教職員のみで行います。 
 

＜家庭にお願いしたいこと＞ 

○ 引き続きマスクの着用と手洗い、うがいの励行をお願いします。 

○ 登校前に検温、健康観察の記録をお願いします。発熱や咳等の症状がある場合は、登校を見合わせ

るとともに、学校へ連絡をお願いします。 

○ ハンカチ、ティッシュ、水筒（水・お茶）を持たせてください。 
 

 

○ 登校のない日は「登校を要しない日（出席停止等）」とし、通常の欠席とは別に扱います。 

○ 当面の間、発熱や咳等の症状、感染症防止のために登校を控える場合は、欠席扱いとはなりません。 

 

 

  

 このところ、とてもイヤな気持ちになることがよくあります。それは、「差別」や「偏見」です。感

染してしまった人やその家族、濃厚接触者（この言葉も良い感じがしません）、医療従事者やその家族、

それどころか、感染症が広がっている地域に住んでいる人、咳をしている人、マスクをしていない人、
外国から来た人などに対して、信じがたい言動があるということです。 

 不安な気持ちから、そういった人たちを嫌悪や攻撃の対象にして自分を正当化し、差別や偏見を生み

出してしまっているように思います。 

 感染してしまった人や感染が疑われる人は、被害者ではあっても、決して犯人や加害者ではない。み

んなで心も含めてサポートしなくてはいけないと、強く思います。 

 ご家庭でも、今回の感染症にかかわって、差別や偏見につながることのないよう、お子さんにお話し
いただけると幸いです。 


